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《 北米産大豆 》 

１４／１５年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が５月９日発表した、１４／１５年度の１回目の世界大豆生産・需給予測によれ

ば、生産量は米国、ブラジルで収穫面積の増加と単収の上昇により両国で史上最高になること

などから、世界全体で前年度を上回り、史上最高となる見込みです。また、消費量も中国、ア

ルゼンチンなどで増加し史上最高になる見込みですが、世界全体の生産量が消費量を上回り、

期末在庫は前年度より上昇する見込みとなっています。 

 米国大豆生産・需給予測によれば、生産量が昨年から約１０％ほど増加する予測。消費量と

輸出量は微増の予測となり、期末在庫率は９．６％となる予測となっています。 

１４/１５年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ２億９，９８２万ｔ （対前年比     ５．６％増） 

消 費 量 ２億８，０５８万ｔ （対前年比     ４．０％増） 

期末在庫量 ８，２２３万ｔ   （対前年比    ２２．８％増） 

期末在庫率 ２９．３％     （対前年度差 ４．５ポイント増） 

１４/１５年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 ９，８９３万ｔ   （対前年比    １０．５％増） 

消 費 量 ４，８７１万ｔ   （対前年比     ２．０％増） 

輸 出 量 ４，４２３万ｔ   （対前年比     １．６％増） 

期末在庫量 ８９８万ｔ     （対前年比   １５４．４％増） 

期末在庫率 ９．６％      （対前年度差    ５．７％増） 

 

〇14/15年米国大豆作付状況 

 米農務省が５月５日に発表した、５月４日現在の米国大豆作付率は、主要１８州平均で５％

（前週３％、前年２％、平年１１％）となっています。前年のペースは上回っているものの、

平年比では６ポイント遅れています。ルイジアナなどの一部の州で進捗していますが、アイオ

ワで１％、インディアナで３％と全般的に遅れが目立っています。 

△米国大豆作付率 

 5/4 4/27 2013年 平年  5/4 4/27 2013年 平年 

アーカンソー 24 16 13 29 ミズーリ 4   6 

イリノイ 3 2  7 ネブラスカ 11 6 1 11 

インディアナ 3 1  14 Ｎカロライナ 3  2 8 

アイオワ 1   8 ノースダコタ    2 

カンザス 4 1  5 オハイオ 3 1 1 12 

ケンタッキー 2 1 1 8 サウスダコタ 1   2 

ルイジアナ 69 55 37 48 テネシー 5 2 1 7 

ミシガン 1   8 ウィスコンシン 1   4 

ミネソタ    10 18州平均 5 3 2 11 

ミシシッピー 36 24 14 50      
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《 国産大豆 》 

〇平成２５年産国産大豆入札情報 

 日本特産農産物協会が発表した平成２５年産大豆の４月入札取引結果によれば、普通大豆の

平均落札価格は、２，８７５円上昇、同じく普通大豆の落札率は、１００％と全量落札。全体

の落札率は９８．４％と先月から２．１ポイント上昇しました。 

 今回の落札平均価格は、２５年産大豆の入札取引が開始された、昨年１１月の平均落札価格

のほぼ２倍となりました。 

      入札月     上場数量      落札数量       落札率              

      １１月    １，１６８ｔ      ９４０ｔ      ８０．５％ 

      １２月    ２，９６９ｔ    ２，５２３ｔ      ８４．９％ 

       １月    ４，３５１ｔ    ３，８８６ｔ      ８９．３％ 

       ２月    ７，５１２ｔ    ６，９２８ｔ      ９２．２％ 

       ３月    ４，３０７ｔ    ４，１４９ｔ      ９６．８％ 

       ４月    ３，２２１ｔ    ３，１７１ｔ      ９８．４％ 

                                                 

合 計   ２３，５２８ｔ   ２１，５９７ｔ       ９１．７％ 

 

《 トピックス 》 

〇米国バーモント州でＧＭＯ表示義務化の動き 

 アメリカ・バーモント州議会ではこのほど、ＧＭＯ作物とそれを原料とする加工食品の表示

義務化法案を可決しました。米国の州でＧＭＯ表示を義務付けるのはバーモント州が初めてと

なります。同州のピーター。シュムリン知事は法案への署名を声明で発表しており、猶予期間

を経て２０１６年７月１日から適用されます。外食メニューには表示を義務化しない見通しで

すが、違反した製造者には最高で１日＄１，０００の罰金が科せられるそうです。 

※バーモント州…米国北東部に位置する、総人口６３万人程度で全米で２番目に人口の少ない

小さな州。 

〇14年産カナダ作物作付意向調査 

 カナダ統計局が発表した３月３１日現在の１４年産作物の作付意向調査によれば、カナダ菜

種は前年比０．７％減の１，９８０万Ａとほぼ前年並みを見込んでいます。菜種作付面積の州

別の内訳としては、サスカチュワン州は１．９％減の１，０３０Ａ、アルバータ州は１．６％

増の６２０万Ａ、マニトバ州は前年並みの３２０万Ａを予想しています。 

 大豆の作付は、前年比１６．５％増の５３０万Ａと、過去最高水準を予測しています。ケベ

ック、オンタリオ、マニトバ、サスカチュワンのすべての州で過去最高レベルに達する見込み

で、特にオンタリオ州では前年より３０万Ａ増、マニトバ州でも２５万Ａの作付増加を見込ん

でいるとのことです。 


